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授業選択時の
重要要素

「楽勝科目」じゃなくて、授業は

やつばり「内容」が第一 !「講義の

曜日や時間帯」も考えて、効率よく

.選んでるよ。やりたいことはたくさん

あるもの。

教員との会話
ゼミの先生とは時々しゃべるけど、

他の先生とはめつたに話さない。

だつて、用がないし、とつつきに

くそう。でも、話 したらおも

しろいかも。

授業出席率
授業にはまじめに出席 !

、興味がある授業は休

みた くない し、履修

科目が多いと大学によく

来るから、授業にも出席す

るね。

授業への興味
授業には興味あり! でも、やる気のない

ように見える先生が結構いるし、大教室

の授業もつまらないよ。「抽選もれ」「自

動登録」などをなくして、関心のある授

業をもっと自由にとらせてほしいね。

早稲田の図書館は充実 して

いて大満足 !本を借りたり

資料を探したりするだけで

なく、勉強や読書にもすこ

く快適。利用 しなければ損

だよ、絶対 !

図書館
利用

勉強時間
自宅や図書館での勉強時

間は週平均9.3時 間。大学

生としてますますかしら、

短いかしら?でも、3、 4割
の学生が週3時間未満 し

か勉強 していないつて

のは…。

授業にでないのは「なんと

なく」。サークルが忙しいとき

とか、おもしろくない授業もつい

ついさぼつちゃうけれど、1年の

ときは休まなかつたなあ…。

欠席理由
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(1)教員との会話

「短時間でも教員と気軽に話をしていますかつ」という質問に、「している」「たまにしてい

る」と答えた学生はともに17.9%で 、教員と会話をしている学生は3分の 1にすぎません。大

半の学生にとつて教員はさほど身近な存在ではないようです。

文系 。理系を比べると、「している」「たまにしている」学生の比率は文系が34.9%、 理系が

40.3%と 理系学生のほうが高くなつていますが、理系では文系よりも気軽に会話を「している」

比率が6.5ポイント高い一方で、会話を「していない」比率も5.4ポイント高く、よく話す学生

と話さない学生の分極化が見られます。
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教員と話さない理由として7割の学生が

「用がない」と答えています。「雰囲気が近寄

りがたい」「研究室に入りにくい」「忙しそう」

「授業が終わるとすぐにいなくなる」という理

由も2割を占め、学生の側に遠慮もあるよう

です。また「どこに行つたらよいのか分から

ない」という学生も4.4%います。

この調査でも学生は、「大教室での講義が多

い」「教員にやる気がないように見える」「つ

まらない」「水準が低い」「休講が多い」など、

具体的に不満を挙げていますが、大教室での

授業を通して学生の中で形成される教員像や

教員評価が、教員との関係を疎遠にしている

1つの要因であるように思われます。

実際に話してみた学生の大半は、「気さく」

「親身」「丁寧な対応」「有益」「知的刺激」「本

音が聞けて面白い」など、教員との会話をプ

ラスに捉え、大教室の講義とは違う教員の一

面に触れているようです。しかし、「教員とい

えども普通の人で迫力なし」「ジェネレーショ

ン・ギャップ」「気疲れ 。緊張」「恐ろしい」

など、否定的な意見も少数ながらありました。
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間でも教員と気軽に話をしています

教員と話をする学生は、学年が上がるほど多くなります。「話をしている」「たまにしている」

学生は 1年で19.8%ですが、2年で23.7%、 3年で28.3%と 増え、4年では50.8%を占めま

す。しかも4年では25.0%の学生がかなりの頻度で気楽に話しています。それは、高学年にな

ると演習・ゼミなどの少人数科目を履修することや、就職・進学などで個人的に教員に相談す

る機会が増えるためと考えられます。大学院学生では半数以上が教員とよく話をしています。
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会話をする相手の教員は、 1位 「クラス担任」 (64.1%)、 2位 「演習・ゼミの教員」

(25.6%)、 3位「語学の教員」(5.6%)と なつています。語学のクラスは比較的小規模ですが、

語学教員と話をする学生は少ないようです。1年から3年までの話相手は主としてクラス担任で、

1、 2年ではその割合が約8割を占めていますが、学年が上がるほどクラス担任の比率は低下し、

3年では70.8%、 4年では45,3%となります。その一方で、演習・ゼミ教員の比率が 1、 2年

で5.0%強、3年22.2%、 4年では49.2%と 学年が上がるにつれ高くなつています。

(2)授業への興味

学生の61.9%が授業に「興味がある」、27.1%が 「やや興味がある」と答えています。「興

味があまりない」学生は8.5%、 「まつたくない」学生は2.4%に過ぎません。学生の9割が授業

に関心を持っていることになります。

性別では、女性の関心のほうが高く、「興味がある」と答えた人の比率は男性を8.7ポイン ト

も上回っています。他方、男性では「あまり興味がない」「興味がない」が 14.6%で 、女性の

5.2%を大きく上回っています。

文系と理系を比べると、「興味がある」は文系63.8%、 理系52.8%、 「興味がない」は文系

1.8%、 理系5.7%で、文系の方が関心度は高くなつています。この差は、理系では専門性が高

く、請義内容も限定されているため、自分の専攻に興味が持てなくなつたときに、代わるもの

を見つけにくいということに関連しているのかもしれません。

また、授業への興味は推薦入学学生で最も高く、ついで一般入試、付属・系層校進学の順で

す。興味の度合いは健康状態にも左右され、健康状態のよい学生ほど関心を示しています。
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学生は授業に興味を持つていますが、授業に満足しているわけではありません。もちろん、

「授業内容が充実している」「レベルが高く興味をそそられる」「他学部聴請が可能で選択肢が多

い」「必修科目が少なく自由に選択できる」など、肯定的な意見もありますが、不満の方が多い

ようです。教員についての不満は、「意欲が感じられない」「講義能力が低い」「教員間の差が大

きすぎる」などで、「教員評価制度の導入」を求める声もあります。また、学部の大教室授業だ

けでなく、大学院でも学生数の多さが問題視されています。科目履修についても、「登録手順の

分かりにくさ」「抽選もれ」「自動登録」「履修上限規定」「仮受講ができないこと」など、取り

たい科目を自由に履修できないことに学生は大きな不満を感じています。さらに近年、他学部

聴講だけでなく全学共通科目の設置や他大学との協定によつて、学生の科目選択の幅が拡大さ

れていますが、それについても、歓迎する意見がある一方で、請義のカルチャーセンター化や

早大生定員枠の減少に疑間が投げかけられています。

このように学生は授業に関してさまざまな意見を持つていますが、まさにそのことが、学生の授業

に対する思い入れ、もっと興味あることを学びたいという熱意の表れであるととらえるべきでしょう。

(3)授業選択時の重要要素

では、早大生はどのような点を考慮して授業を選択しているのでしょうか。主たる要素を2つ

挙げてもらつたところ、第 1が 「講義内容」 (87.2%)、 第2が 「講義の曜日・時間帯」

(46.2%)、 第3「担当教員」(30.5%)、 第4「単位取得の難易」(21.3%)という順位でした。

一般に言われているほど「楽勝科目」かどうかを重視するのではなく、「講義内容」や「担当教

員」を見ています。「講義要項と実際の授業内容が違うこと」への不満や、「事前に数回、講義

に出席してから登録できるように、予備期間を設けてほしい」という希望があることからも、

学生が内容に重きを置いていることが分かります。
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性別では、女性の91.3%が「講義内容」と答え、男性を6.6ポイント上回っていますが、「単

位取得の難易」を挙げた男性は25.4%で、女性の14.8%よ りも高く、男性の方に楽勝科目を

選ぶ傾向があります。

また学年別では、学年を通して1位の「講義内容」と2位の「講義の曜日・時間帯」の順位は

共通していますが、2年では3位「単位取得の難易」(30.1%)、 4位「担当教員」(22.3%)、

3、 4年では3位「担当教員」(それぞれ33.0%、 31.0%)、 4位「単位取得の難易」 (それぞれ

18.7%、 19.0%)と 、順位が逆転しています。2年では履修する科目数が最も多いために単位

のとり易さが重要となり、3、 4年では演習・ゼミや専門科目が中心となるので、担当教員が重

視されることを示唆しています。

「出席チェックの有無」は、授業選択の際にほとんど考慮されませんが、学生の関心がない

わけではありません。自由記述回答の中には、「自由に余裕を持つて学びたい」「つまらない授

業なのに出席をとられたくない」など理由はさまざまですが、近年の出席重視の傾向について

批判的な意見も見られます。
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(4)授業出席率

授業への出席率はかなり高く、43.5%の学生が「90%～ 100%」 、すなわちほとんど欠席す

ることなく授業に出ています。「70%以上」出席 している学生は合計8割 に上 り、出席率

「50%未満」の学生は8.9%に過ぎません。この出席率は実際よりも高いような気がしますが、

授業への興味の高さから見ても、早大生は授業に対して総じて真面目であると言えましょう。

性別では、女性の出席率が男性を上回つており、ここにも女性の講義への関心の高さを見る

ができます。男女間には出席率「90%以上」では4.5ポイン ト、「80%以上」では7.2ポイン

トの差が認められますが、逆に出席率「50%未満」では男性が4.8ポイン ト高くなつています。

出席率はどれくらいですか '( 文系

41.7
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18.818.1 1891
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ない
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学部別で見ると、出席率の高いのは人間科学部、理工学部で、出席率「90～ 100%」 の学生

が約半数を占めています。逆に出席率の低いのは法学部、社会科学部、政治経済学部で、出席

率「50%未満」の学生が 15.0～ 17.0%、 出席率「50%～70%未満」の学生が 15.0～

16.0%もいます。この数値からも明らかなように、文系 。理系では、実験の多い理系の出席率

の方が高いという予想どおりの結果です。しかし、出席率「50%未満」の比率は文系8.8%、

理系9.4%で、理系の方が高く、この点は、先に見たように、文系より理系で授業に興味のない

学生の比率が高いこととも一致しています。

学年別では、出席率「90%以上」の学生の比率は 1年の58.4%か ら、2年38.4%、 3年

39.2%、 4年22.7%と 、高学年ほど下がり、反対に出席率「50%未満」の比率は 1年3.8%、

2年8.6%、 3年8.0%、 4年 12.5%と 、学年とともに上昇しています。特に2年と4年に出席

率の大きな低下が見られますが、2年の低下は大学生活への慣れや授業数の多さによるもの、4
年の低下は主に就職活動によるものと考えられます。

出席率と授業への興味との間には相関関係があります。授業に「興味がある」と答えた学生

では、半数がほとんど出席し、出席率「50%未満」の学生はわずか6.5%ですが、「興味がない」

学生では出席率「50%未満」が30.4%で 、ほとんど出席しているのは17.4%にすぎません。

■I口|口l爾mi剛l賜i圏l圏圏l口I区1目l日困:題】躍:調I爾1緻鶉圏■園曰曰■l■
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(5)科目数

学生の52.5%が週に10科目以上の授業を受け

てお り、 6科 日以下 しか受けていない学生は

26.1%、 3科目以下の学生は13.5%にすぎませ

ん。

学年別に見ると、 10科目以上を受けている学

生の比率は 1年 70.6%、 2年 81.3%、 3年

62.7%、 4年 16.4%、 中でも 13科目以上をと

つている学生は 1年29.0%、 2年33.8%、 3年

13.2%、 4年4.7%で、 1、 2年でかなりの科目

をとつていることが分かります。最も履修科目数

の多いのが2年ですが、このことは、先に見たよ

うに、2年で単位取得が容易な科目を登録する傾

向が強いことや出席率が下がることと関連しているようです。3科目以下の学生の比率は1年か

ら3年までは5.0%以下ですが、4年では32.0%、 5年以上の学部学生では42.4%に なります。

また、履修科目数の少ない学生ほど出席率が低く、科目数の多い学生ほど出席率が高い傾向

が認められます。出席率「50%未満」の学生のうち、科目数が3科目以下の学生の割合は4割

を超えますが、出席率「50%以上」の学生の中で3科目以下の学生は約 1割に過ぎません。4年

の出席率が低いのは、履修科目の少なさとも関連があるようです。反対に、出席率が高くなる

につれて、10科目以上履修している学生の比率は上昇し、出席率「90～ 100%」 の学生では

6割が10科目以上を受けています。

50%未満 50%～70%未満 70%～80%未満

1国 1～ 3科目 0  10～ 12科目      13科目

(6)欠席理由

論文中心で、
特に授業は受けていない

2.29も

13科 日以上
18.496

44.0
(%)45

病気以外の欠席理由は、「なんとなく」

(19.8%)が最も多く、ついで「講義へ

の不満」(13.5%)「部・サークル活動」

(12.9%)「 アルバイ ト」(7.8%)の順

です。 旅行
1.4%

9096～ 100%

アルバイト
7.896

家庭の事情
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授業の予習・準備不足
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友人等の付き合い
6.89も

現在、1週間に何科日の授業を受けていまますか?
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を欠席したことがありますか?
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出席率「50%～80%」 未満の学生で|ま 「なんとなく」欠席してしまう人が約3分の 1を占め

ますが、出席率「80%～90%」 未満では「なんとなく」(16.5%)と いうよりも、「部・サー

クル活動」(21.2%)、 「講義への不満」(15,9%)など、明確な理由で欠席する人が多くなつ

ています。また、出席率「50%未満」の学生では「なんとなく」(22.6%)、 「アルバイ ト」

(19.0%)の 順になっています。出席率「50%以上」の学生でアルバイ トを欠席理由に挙げた

のは5.9～7.3%ですから、欠席の多い学生の方が、アルバイトを優先する傾向にあります。ま

た出席率にかかわらず、12.5%～ 15.9%の学生が、「講義への不満」を欠席理由に挙げている

ことも注目されます。ちなみに出席率「90%以上」の学生が挙げた第 1の理由Iよ「講義への不

満」(12.5%)です。
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(7)登校日数

1週間の登校日数を見ると、「5日 」来ている

学生が38.0%と 最も多く、ついで「6日 」

(22.1%)、 「4日」(20.9%)の順です。学生

の8割が4日以上、6割が5日 以上、登校してい

ます。

文系・理系で比較すると、週「5日以上」登

校する学生が理系では75.7%で 、文系の

59.1%を上回つています。理系の学生の方が

全般によく大学に来ていますが、まつたく登校

しない学生も理系は3.8%、 文系は2.3%で 、

少人数ながら理系に多くいます。

学年別では、週「5日以上」登校する学生の

比率が1年84.5%、 2年69.7%、 3年61.8%、

4年29.0%と 、学年が上がるにつれて登校日数が減つています。4年の半数は週3、 4日 しか登

校していません。4年の登校日数が少ない理由は、受講科目数が少ないこと、就職活動で多忙な

ことなどにありますが、勉強時間の項で見るように、4年の自宅 。図書館で勉強する時間は学年

別で最長です。
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(8)図書館利用

早大生の多くは図書館が充実していることに満

足していますが、図書館や学生読書室はどのくら

いの頻度で利用されているのでしょうか ?「週に

2～ 3度利用する」と答えた学生が39.2%で最も

多数を占めますが、「ほぼ毎日利用する」人も

16.8%います。「ほとんど利用しない」「まつた

く利用しない」学生は合計 11.0%に 過ぎません

ので、図書館は比較的よく利用されているという

ことができます。

性別で見ると、「週2～3度利用する」が男性

36.9%、 女性42.9%で、「ほとんど利用しない」

「まつたく利用しない」は男性 13.0%、 女性

7.7%です。女性の方が図書館を利用しています。女性は授業への関心度、授業への出席率でも

男性を上回つていますが、図書館利用についての結果も、女性が勉学熱心であることを示 して

います。

また、文系の方が理系の学生よりも図書館・学生読書室を利用しています。文系では「ほぼ

毎日利用する」が 17.9%、 「週に2～ 3度利用する」が39.7%で すが、理系ではそれぞれ

1].3%、 36.9%となつています。このような利用頻度の差は、文系が文献重視であるからと

いうだけでなく、図書館の利用目的が違つていることにも一因があります。主な利用目的を尋

ねたところ、文系の学生の目的は第 1に 「勉強」 (60.6%)、 ついで「図書の借出・返却」

(48.2%)、 「読書」と「調査 。研究」 (と もに26.4%)で すが、理系の学生では「図書の借

出・返却」 (67.3%)、 「勉強」 (43.1%)、 「調査・研究」(35.3%)の順でした。理系学生が

主に「資料探 しの場」として利用しているのに対して、文系学生は「勉強の場」として利用し

ており、そのために文系でほぼ毎日利用する学生が多いものと考えられます。

(%)70

10

0
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(9)勉強時間

早大生はどのくらい勉強しているのでしょう

かつ 1週間の授業以外の勉強時間、すなわち

自宅や図書館での勉強時間は、全体平均で9.3

時間、男性9.5時間、女性8.8時間でした。し

かし、男性の34.4%が週3時間未満 しか勉強

しておらず、54.8%の 学生の勉強時間は週6

時間未満です。女性は男性よりも授業への関心

度、出席率、図書館の利用頻度が高いにもかか

わらず、自主的な勉強時間は短くなつています。

週 18.0時間以上勉強する比率も、男性を4.6

ポイン ト下回つています。女性の勉強は「授業

中心」なのかもしれません。
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10.8時間平均  9.3時間

6-eE+rd

! 1s-248+f"1

9～ 12時間

24時間以上

文系 。理系別では、文系平均8.9時間、理系 10.8時 間です。週「3時間未満」、すなわちほと

んど勉強しない学生が文系35,7%、 理系28.3%、 「18時間以上」勉強する勤勉な学生の比率

は文系13.0%、 理系20.4%で 、理系学生の方がよく勉強しています。

学年別では、どの学年でも週3時間未満の学生が3～ 4割で最多ですが、高学年になるほどそ

の比率が低下します。平均勉強時間は、 1、 2年では6時間強ですが、3年では8.6時間、4年で

は9.9時間です。また週「18時間以上」勉強する学生は、 1、 2年では5.4%に過ぎませんが、

4年では16.3%にもなります。 1、 2年では履修科目数が多いため、勉強の中心は講義ですが、

4年では講義に代わつて卒論・ゼミ論などのための自主的な勉強が中心になつているようです。

大学院学生では、30.5%の学生が週「24時間以上」勉強し、平均は19.5時間ですが、週「6

時間未満」しか勉強していない大学院学生も22.7%います。
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自宅。図書館での研究・勉強時間は週平均で何時間ですか
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自宅・図書館での研究・勉強時間は週平均で何時間ですか ?(学年別 )

(%)45

1年        2年         3年
平均 6.2時間      6.3時 間      8.6時 間

は言菫0～3時間     獲 ]3～ 6時間     1 15～ 18時間
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自宅 。図書館での勉強時間と授業への関心との間には、関心度が高くなるにつれて勉強時間

が長くなるという傾向が見られます。「興味がある」学生と「興味がない」学生の平均勉強時間

は 10.6時間と5.0時 間で、2倍の開きがあります。授業に「興味がない」学生の56.5%が 週

「3時間未満」、21.7%が「3～ 6時間」しか勉強していませんが、「興味がない」学生の8.6%
が週「18時間以上」勉強していることから、少数であつても自主的に勉学に励んでいる学生が

いることも事実です。
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